
◆
菊
陽
町
子
ど
も
会
大
会

　
　
　
　
　
　「猿
回
し
シ
ョ
ー
」

◆
令
和
２
年
11
月
１
日
（
日
）

　
　
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

　
今
年
は
、
千
年
の
歴
史
が
あ
る
と
い
う
「
猿
回
し

シ
ョ
ー
」
を
行
い
、

楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

猿
回
し
ト
レ
ー
ナ

ー
の
「
し
ん
ぱ
ち

さ
ん
」
と
、
４
歳

の
お
サ
ル
さ
ん

「
こ
た
ろ
う
く
ん
」

が
、
ボ
ー
ル
や
竹

馬
等
を
使
っ
た
難

し
い
技
に
挑
戦

し
、
見
事
成
功
す

る
と
会
場
全
体
が

拍
手
と
笑
顔
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
シ

ョ
ー
の
受
付
・
進

行
を
滞
り
な
く

務
め
た
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
の

成
長
も
頼
も
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

◆
令
和
２
年
10
月
３
日
〜
17
日
（
４
日
間
）、
11
月
29
日

　
　
南
関
町
内

　
研
修
会
で
は
75
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
町
内
の
窯

元
さ
ん
の
協
力
の
も
と
開
か
れ
た
陶
芸
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に
は
、
1
2
0
名
の
参
加

が
あ
り
、
１
日
か
け
て
南
関
町
内
４
か
所
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ど
ち
ら

も
地
元
南
関
町
の
よ
さ
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
２
年
12
月
13
日
（
日
）

　
　
本
渡
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　
天
草
市
子
連
恒
例
の
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
（
事
前
の

検
温
、
消
毒
、
３
密
を
避
け
る
な
ど
）
を
徹
底
し
た

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
12
区
間
9.9
㎞
を
９

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
本
渡
北
小
A
チ
ー
ム

が
大
会
新
記
録
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
子
ど
も
達
の
頑
張
り
に
元
気
を
も
ら
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

菊
陽
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（
井
手
上
　裕
一
会
長
）

◆
南
関
町
子
ど
も
会

「
研
修
会
」 「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」

南
関
町
子
ど
も
会
連
合
会

（
日
髙
　香
奈
恵 

会
長
）

◆
天
草
市
子
ど
も
会 「
駅
伝
大
会
」

天
草
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

（
松
尾
　博
之 

会
長
）
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事　業　名 期　　日 会　　場

新旧理事会 5月上旬 熊本市

令和３年度県子連理事会・総会 5月22日(土) 12:00 ホテル熊本テルサ

県子連育成者指導者研修会 5月22日(土) 15:00 ホテル熊本テルサ

九州ジュニア・リーダー研修会(長崎） 8月6日～8日 諫早青少年の自然の家

ジュニア・リーダー事前研修会 7月下旬 熊本市

県子連球技大会 未定 人吉市

県子連子ども会大会 未定 南阿蘇村・西原村

全国育成研究協議会 11月20日～22日 北海道札幌市

九州地区育成研究協議会 2月26日・27日 佐賀県武雄市

県子連子ども会リーダー会 5月･7月･10月･12月 熊本市・氷川町等

新型コロナ感染状況により変更になる場合があります。

【退職辞令を受ける上田前事務局長】

◇
令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
で

県
子
連
、各
市
町
村
子
連
の
取
組
は
、困
難

を
極
め
ま
し
た
。そ
の
た
め
、例
年
に
な
い
紙

面
構
成
を
と
り
、新
し
い
内
容
を
特
集
と
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇
令
和
３
年
が
早
く
も
１
か
月
を
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
今
後
の
見
通
し

が
難
し
い
中
で
す
が
、市
町
村
子
連
の
記
事

を
見
る
と
、子
ど
も
達
の
笑
顔
や
真
剣
な
姿

に
今
こ
そ
前
を
向
い
て
歩
き
た
い
と
思
っ
た

次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
事
務
局
長
　
横
手
宏
公
）

あ

と

が

き

◆インフォメーション◆

◇熊本県子ども会連合会表彰

受賞おめでとうございます
○指導者育成者表彰
◆10年以上継続して活動し、その功績が顕著な方を称えるものです。
　○片岡盛也　様（人吉市）　　○横井幸子　様（人吉市）
　○内原文代　様（山鹿市）
　※本年度は、書面での県子連総会となりましたので、表彰式は次年度と合わせて行います。

◇九州地区子ども会育成連絡協議会表彰
◆この賞は、子ども会活動の指導または育成に15年以上にわたり継続して顕著な活動をし、かつ県子連の表彰を
九子連が称えるものです。

　○原　英夫　様（熊本県子連副会長・八代市子連会長）
育成者として26年間にわたる子ども会活動への貢献は多大です。また、子ども会活動にとどまらず県高校PTAなど
青少年の健全育成に力を注がれ、現在は、県子連副会長・八代市会長として県子連の要職を務めておられます。

　※本年度は、九子連大会が中止されたため、次年度の大会での表彰となります。

　令和２年９月をもって心地よい気持ちで任務が終了できました。思い起こせば、定年退職後民間団体に勤務、そろそろ隠
居かと思案中の節目の時に丸山会長からお声をかけていただき、熊本県子ども会連合会とのご縁が始まりました。２～３年
の約束で軽い気持ちでお引き受けしたものの、県社会教育課時代に担当したころから比べると、団体を取り巻く情勢変化に
悪戦苦闘するチャレンジの日々となりました。
　東北大地震・熊本大地震・コロナ禍と度重なる災害なども子ども会活動の長い歴史の中で多難な時代でもありました。し
かしながら、丸山会長、精鋭な副会長・理事各位のご支援に恵まれ夢をもって楽しく仕事ができました。
　また、在任中は、丸山会長が九州地区や全国子ども会連合会会長の重責を担っておられましたので、九州・全国的な広い
視野で事務局の運営にかかわれたことはとても幸運でした。
　途中から事務局の定数減があり、ひとりでの事務局運営になりましたが、市町村子連や単子連会長さん方の献身的なボラ
ンティア精神の活動に感謝しながら10年の月日が経ってしまいました。健康なうちになんとかバトンタッチができないもの
か思案中に、役員の推薦で後任の事務局長を採用していただきました。横手宏公新事務局長の就任です。新進気鋭の横手さ
んのアイディア満載の発想と滲み出るほどのお人柄に触れつつ引継ぎ期間を終了しました。本当に感謝の10年でした。
　おかげ様で組織の流れを留めることなくバトンタッチができ、とても平和な気分で退任することができました。（上田）

　上田事務局長の後を引き継ぐことになりました横手です。３月までは学校や行政に
て37年間子ども達の健全育成にまい進する日々でした。縁あって４月から子ども会事
務局の仕事をさせていただくことになり、全てが初めての経験でありドキドキ・ワク
ワクの日々を送っています。「子ども会」の存在意義や関わっておられる方々の熱い
想いをひしひしと感じております。上田さんとの日々を通して事務局の仕事の魅力も
感じることができるようになりました。微力ではありますが、会長をはじめ理事の皆
様、会員の皆様が求めておられることが実現できるように先を見据えながら子ども会
の発展に努力したいと思いますので、よろしくお願いします。（横手）

上田　博司（前事務局長）
横手　宏公（現事務局長）～ 組織のバトンをつなぐ ～
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